基準適合調査票－地区基準－都市景観形成地区－箕面船場駅前地区


③景観計画区域における地区ごとの届出対象行為の制限に関する事項（都市景観形成地区－箕面船場駅前地区）
	対象項目
	制限事項
	配慮した事項
	助言・指導（記入しないで下さい）
	協議結果（記入しないで下さい）

	規制的基準
	人々が集い交流する魅力的な都市景観の形成を図るため次の基準を遵守するものとする
	
	
	

	建築物等の敷地面積の最低限度、壁面の位置
	１　北部大阪都市計画高度地区及び北部大阪都市計画箕面船場駅前地区地区計画に準ずる。
	
	
	

	建築物等
	屋根・屋上の形態・意匠
	１　建築物の屋根は、周辺景観と調和するよう配慮する。
２　屋上設備は屋根の中におさめる、壁面を適度に立ち上げる等により修景し、露出させないよう努める。
	
	
	

	
	配置、形態・意匠
	１　デッキ上からの目線にたいして、まちなみに潤いや賑わいをあたえるよう配慮する。
２　建築物の内側空間とデッキは一体的、連続的なデザインとなるよう工夫する。
３　長大な壁面は、その壁面の印象が平滑・単調なものにならないよう、表面の形状や色彩・素材などの工夫に努める。
	
	
	

	
	色彩
	１　周辺との調和に配慮して、建築物等の色はけばけばしい色彩（彩度の高い色彩）を使用しないように努める。
	
	
	

	
	外構
	１　駐車場、駐輪場を設置する場合は、まちなみの連続性を阻害しないよう設置位置や車両の配置に配慮し、出入口はまちなみの連続性を阻害しないよう、形態意匠について配慮する。
２　駐輪場は、周辺道路等から容易に自転車等が見えにくい配置とする、植栽等により見え方を和らげる等の工夫により配慮する。
３　市道船場中央線に面する部分において、ゴミ置き場や駐輪場を設ける場合は、原則として植栽により道路から見えないよう工夫する。
	
	
	

	工作物
	１　ストリートファニチャー、彫刻、モニュメント、ベンチ、テーブル、屋外灯、装飾などを設置する場合は、周辺のまちなみに調和する上質なものとし、配置に配慮する。
	
	
	

	デッキ
	１　駅前の広場等の空間と一体的にデザインし、連続性と広がりのある景観を形成する。
２　利用者の利便性の向上を図りつつ、単調とならないよう留意し、変化のあるイメージを創出するよう工夫する。
	
	
	

	敷き際のしつらえ
	１　北部大阪都市計画箕面船場駅前地区地区計画により後退した部分は植栽空間とし、原則として、高木にあっては８ｍ程度、中木にあっては３ｍ程度以下の間隔で配置した密度で連続的に列植する。ただし、土地利用上最小限必要となる人や車両の出入りに用いる通路部分等においては、上記によらず、別途効果的な位置、形態で植栽を確保するよう努める。
２　道路側の敷地部分には垣、柵等は原則設置せずオープン外構とし、止むを得ず垣、柵等を設置する場合は植栽を併用するなど周辺のまちなみに調和するものとする。ただし、生け垣または階段、斜路等に設置する透過性の高い最小限必要となる手すりはこの限りでない。
３　デッキに面する部分には、花や緑を配置するなどまちなみに潤いをあたえる。
	
	
	

	創造的基準
	１　箕面船場駅前地区景観デザイン指針に基づき、建築計画等を実施する各者は相互に調整を図りながら協働し、都市景観アドバイザーの専門的な助言等をふまえ、建築物や工作物等の細部を含めたデザインの統一感の創出を図る。
	
	
	


※「デッキ」は北部大阪都市計画箕面船場駅前地区地区計画における多目的広場、歩行者連絡通路およびこれらに連続して計画する歩行者空間を示す。

※「箕面船場駅前地区景観デザイン指針」は大阪大学・箕面市等連絡協議会において策定されたものであって、市長が箕面市都市景観アドバイザーおよび箕面市都市景観審議会の意見を聴き、平成２９年８月に認めたものとする。
２．都市景観形成地区基準（条例第33条関係）への適合について（都市景観形成地区－箕面船場駅前地区）

	対象項目
	制限事項
	配慮した事項
	助言・指導（記入しないで下さい）
	協議結果（記入しないで下さい）

	広告物の表示等に関する事項
	１　敷地内の広告物（建築物に設置するものを含む）は、自己の用に供するものに限定するとともに、次のいずれかに該当するものを設置してはならない。
　　　①高さ31メートルを超える建築物の部分に設置するもの
※壁面に対する面積を算出する場合は高さ31メートル以下の壁面による
　　　②屋上に設置するもの
　　　③垣、柵等に設置するもの
　　　④周辺の美観・風致を損なうもの
　　　⑤歩行者に対する掲示板で高さ2.1メートルを超えるもの
２　広告物のデザインや位置、形状、サイズは、箕面市景観計画に定める箕面船場駅前地区景観デザイン指針に基づくものとし、周辺のまちなみイメージに調和するよう配慮する。
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